ストリーミングサーバに取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載していま 
す。 


を意事項(一296ページ) 


取りがけ/取り外しの準備(一299ページ) 


取り付け/取り外しの手順卜300ぺージ) 


ストリーミングサーバにオプションを増設する際 
のを意事項について記載しています。作業を始め 
る前に必ずお読みください。 

オプションを取りがけることができる状態にする 
までの手順を示します。本装置の電源を必ず OFF 
にして、電源コードをコンセントからあいてくだ 
さい。 

さまざまなオプションを取り付けを1つ1つ手順 
を追って説明します。 
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注意事頃 

オプションを増設する際は次の点じついてを意してください。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





®0 
A A 

A 處 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 


A0 

A 瓜 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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—般的な注意 


♦ オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置じついて詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

♦ オプションおよびケーブルは NEC が指をする部品を使用してください。指定じ(外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となりま 
す。 

♦ 装置内部に部品やネジを置き忘れていないことを磕認してください。特にネジなどの導 
電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部品がマザーボード 
上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因となります。 

♦ 装置内部のを却効果について確認してください。内部に配線したケーブルがぶ却用の穴 
をふさいでいないことを磕認して<ださい。ぶ却効果を失うと装置内部の温度の上昇に 
より誤動作を引き起こします。 

♦ 八ードウエア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください 
(Windows Server 2003は60ぺージ 、 Windows 2000は90ぺージを参照）。 

• オプションの取り付け-取り外し後に r 診断プ□グラム」を起動して構成情報を撮新の情 
報じ更新]してください（288ページに示す手順を参考に操作してください）。 
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静電気が策について 


ストリーミングサーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 
取り外しの際は静電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取りがけ/取りかしの準備 

部品の取りがけ/取り外しの作業をする前に準備をします。 


装置の確認 


複数のストリーミングサーバを1つのラ 、ソク に搭載している場合は、オプションの増設を 
しようとしている装置がどれであるかを見分けるために装置の前面および背面にある riD 
ランプ」で磕認します。 

前面じある ID スイッチを押すと ID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消なしま 
す。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作しているストリーミン 
グサーバの電源やインタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 D スイ、 ソ 
チを使ってオプションの増設をするストリーミングサーバを磕認してから作業を始めてくだ 
さい。 


源の OFF 


装置内部の部品に触れる場合は、必ず電源を OFF にして、電源コードのプラグをコンセント 
から取り外さなければいけません。 

ただし、ディスクアレイを構成している内蔵八ードディスクの取り外しはホ、ソトスワップ(電 
源が ON の状態）で作業することができます。 

1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER / SLEEP スイ、ソチを押して 
ストリーミングサーバの電源を OFF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯）にする。 

3. ストリーミングサーバに接続しているす 
ベてのケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 

上で完了です。部品の取り付け取り外 
しにはプラスドライバとマイナスドライ 
バが必要です。用意して<ださい。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 


八ードディスク 


ストリーミングサーバの前面にある八ードディスクベイには、 SCA 2 インタフェース 
( Ultra 320 SCSI ) を持つ八ードディスクを取り付けるス□、ソトを7つ用意しています。 


M-O • NEC で指定していない八ードディスクを使用しないでください。サードパーティの 
j \- ドディスクなどを取り付けると、 J \- ドディスクだけでなくストリーミングサーバ 
本体び故障ずるおそれびあります。次に示ずモデルをお買いホめください(2003年 
目月現在)。 


- N 81己 0-1 目1り 8.1 GB 、 
- N 81已 0-162(36.3 GB 、 
- N 81已 0-1 巨 3(73.2 GB 、 
- N 81已 0-171(14 目 GB 、 
- N 81曰 0-1 目 4(18.1 GB 、 
- N 81已 0-1 巨已 （3 巨. 3 GB 、 
- N 81已 0-172(73.2 GB 、 


10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 
10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 
10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 
10,000 rpm 、 Ultra 32 0) 
1 己，000 rpm 、 Ultra 32 0) 
1 已，000 rpm 、 Ultra 32 0) 
1 已，000 rpm 、 Ultra 32 0) 


• ディスクアレイを構築する際は、 RAID レベルを RAIDO 、 または RAID 1、 RAID 己、 
RAID 0+1 のいずれかに設定してください （ DS モデルに標準装備の八ードディスク 
(3 台)は出荷時に RAID 己で構成されていまず)。 


ス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクを取り付けることができます 。 SCSI 
ID は次のように固定で設定されています。 


SCSI ID3 



八ードディスクベイの空きス□、ソトじはダミートレーが入っています。ダミートレーは装置 
内部のぶ却効果を高めるためのものです。八ードディスクを搭載していないス□、ソトには 
ダミートレーを取りがけてください。 

^ 出荷形態によっては、空きス□、ソトにはダミートレーではなくダミースポンジが取り付け6 
れている場合があります。この場合も、内部のぶ却効果を高めるために空きス□ット(こは 
必ずダミースポンジを取り付けてください。 
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購入時のディスク構成について 

八ードディスクのコネクタは装置内部にある SCSI バックプレーン旧 P ) に接続されます。 

SCSI BP から、マザーボード上の SCSI コネクタ、またはライザーカードに搭載されたディ 

スクアレイコント□ーラに接続することで内蔵八ードディスクは、通常の SCSI 八ードディ 

スクとして動作するか、 RAID ドライブ(アレイディスク）として動作します。 

DS モデルの場合: SCSI 目 P のコネクタは、止)荷時の構成で PCI #2 PCI ボードス□ットじ 
搭載されているディスクアレイコント□ーラボード上の SCSI コネクタ 
に接続されており、八ードディスクベイに搭載される八ードディスク 
はアレイディスク （RAID 5) として構成されます。 

GS モデルの場合: SCSI 目 P のコネクタは、化荷時の構成でマザーボード上の SCSI コネク 
夕に接続されおり、八ードディスクベイに搭載される八ードディスク 
は通常の SCSI 八ードディスクとして動作します。 

これらの八ードディスクをアレイディスクとして使用する場合は、 
別売のディスクアレイコント□ーラを増設し、マザーボード上のコネ 
クタからデイスクアレイコント□ーラのコネクタにケーブルをつなぎ 
か又ます。 


取り付け 

次に示す手順で八ードディスクを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同様の 
手順で行えます。 

ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことができ 
L ヒント I ます。 


I — "〇 RAID にて同じパックを構成する八ードディスクは、回転数や容量などの仕様び同じものを 
使用してください。 


1. 299ページを参照して準備をする。 

2. セキュリティキーでフ□ン トべゼルの 
□ック を解除して、 フ□ン トべゼルを取 
り外す。 



セ丰ユリテイ□ツク 
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3. 八ードディスクを取り付けるス□ットを 
確認する。 

ス □、ソ トはスト リー ミング サーバに 標準 
で7つあります。 SCSI ID 番号のルさい順 
(こ取り付けてください 。 SCSI ID は 
ス□、ソトの位置でミ夫まっています。 

4. ダミートレーのレバーを押して□ックを 
解除する。 

瓦ダミートレーの八ンドルを引っ張る。 





7. 八ードディスクの□ックを解除する。 
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9. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


in 


八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
にま意してください。 





押し込むとき(こ八ンドルのフックが 
フレームに 引つかかっていることを 
確認してください。 


10. <ディスクアレイを構築する場合> 

ストリーミングサーバの電源を ON にして、ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティ 
を起動してディスクアレイを構築する。 

ディスクアレイコンフィグレーションユーティリティは、本書の6章の説明、またはオンライン 
ドキュメントを参照してください。 

すでにディスクアレイを構築している装置に八ードディスクを追加した場合は、 Windows ベース 
の保守-管理アプリケーションを使ってセットアップすることもできます。詳しい説明は、ボー 
ド(こ添付の説明書、または rEXPRESSBUILDER」CD-ROM じあるオンラインドキュメントを参照 
してください。 


I VT-Ol^ 

I RAID 1で動イ 


)1 で動作しているストリーミングサーパに Expand Array 機能を使って、ハードディス 
I クを追加すると、自動的に RAID 10 に切り替わりまず(ただし、ユーティリティなどを使って直 
I 接 RAID ! 0に設定することはできません）。 
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n . 手順 2 で 取り外したフ□ントべゼルを フレーム 



取り外し 


次の手順で八ードディスクを取り外します。 





八ードディスクが故障したためにディスクを取り外 
す場合は、ハードディスクの DISK ランプがアンバー 
色に点のしているス□、ソトをあ6かじめ確認して 
ください。 



D に K ランプ 


1. 299ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□、ソクを解除して、フ□ントべゼルを 
取り外す。 

3. レバーを押して□ックを解除し、八ンド 
ルを倒す。 

4. 八ンドルと八ードディスクをしっかりと 
持って手前(こ引き化す。 

已.八ードディスクを取りかしたままスト 
リーミングサーバを使用する場合は、 
空いているス□、ソトにダミートレーを 
取り付ける。 



巨.手順2で取りかしたフ□ントべゼルを 
取りがける。 
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ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクの巧換後、巧換した新しいディスクじ 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こすじ(前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAIDO + 1に設をされているディスク 
アレイで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクをホ、ソトスワップ履源 ON の状態でのディスク 
のな換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ードディスク 
じある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
を W します。 

M-O • 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある D 旧 K ランプびアンパー色に点な 
しまず。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビルドを実行して 
<ださい。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I ルしている場をは次のような表示や 
動作をすることびありますび、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクの D 旧 K ランプびアンパ’一色に点なしていなければ、才ートリビルドは正常に 
行われています。 

-才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示される。 

-オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をずる。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を OFF に 
しないでください。 

♦ 八ードディスクの取り外し/取り付けは、90秒 W 上の間隔をあけて行ってください。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクがある場合は、ディスクの巧換を行わないでください 
(リビルド中は八ードディスクにある D に K ランプが緑色とアンバー色に巧互に点灯して 
います）。 
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トリ ー S ングサーパ〜ラックか6の引を出し〜 


八ードディスクと電源ユニットを除く部品の取り付け/取り外しの作業はストリーミング 
サーバをラックから引き化した状態で行います。 



A ま意 


A 0 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



1. 299ページを参照して準備をする。 



3. 前面のセツトスクリュ ー2 本をゆるめ ハンドル 



ラックへ戻す場合は、本体側面のレールじあるリリースレバーを押して、 ラ、 ソチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないよう十分にを意してください。 
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トップカバー 


内蔵デバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 299ページを参照して準備をする。 

2 . ストリーミングサーバをラックか6引き 
化す (306 ページ参照)。 

3. 背面のネジ1本を緩める。 

4. トップカバーを装置後方へ少しスライド 
させた後、持ち上げて本体か6取り 
外す。 


取り付け 

トップカバーを取り付けるときは、トップカバーの装置前面側にあるタブが本体フレームに 
少しだけ差し么まれる程度に差し iA んだ後、カバーを装置上に置き、装置前面に向けてスラ 
イドさせます。 

装置の上に置いたときに側面にあるフ、ソクが本体フレームにある穴に磕実に差し込まれてい 
ることを磕認してください。 

スライドさせた後は、ネジで磕実に固をします。 


タブ 
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DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module ) は、ストリーミングサーバマザーボード上の DIMM 
ソケットに取り付けます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが6個あります。 

I メモリは最大 12GB(2GBX6 做まで増設できます(標準装備の DIMM も交換が必要)。出荷時 

には、 DIMM#1 と2に 512MB (合計 1GB) の DIMM を搭載しています。 

M-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する 
説明は298ページで詳しく説明していまず。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体び故障するおそれびあります。また、これ 
5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でち有料となります。 


DIMM の増副頃序 

DIMM は、 DIMM 番号の小さい順に2枚単位で増設します。 



M-O インタリーブ装置であるため、 BANK 単位に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
BANK 内に異なる仕様での DIMM を実装ずると正常に動作しません。 

*1 6八1\11<単位とはイラストで示ず#1と#2(011\/11\/1呂 roup #!)、 #3と# 4 (DIMM 
呂 roup #2)、 #己と拌巨 ( DIMM 呂 roup #3) でそれぞれ1単位でず(記号はマザーボード上 
にち印刷されていまず)。 

*2 DIMM の仕滿ホ、 DIMM に貞占ってあるラベルに下記の内容で表示されています。 

(例） 266 MHz - Bufferred . 2已目 MB • □ウアドレス12ビット-カラムアドレス 
10ビット - Single side の場台 

26巨/ B /2 己 6/ R 12 CIO S 
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オンラインスペアメモリ機能 

オンラインスペアメモリ機能とは1つのメモリグループを予備として待機させることによ 
り、運用しているメモリグループで訂正可能なエラーが多発した場合、このメモリグループ 
の内容を待機させているメモリグループにコピーして自動的に運用メモリグループを切り替 
える機能です。これにより、メモリボードの巧換なしに連続運転が可能となります。 


オンラインスペアメモリ機能を有効にする方法 

• 増設メモリボードの取り付け 

ユーザーズガイドを参照してメモリボードの IMM ) を増設します。 

一増設するメモリボードは 「DIMM group #1」および 「DIMM group #2」に取り付け 
られているメモリボードと同一容量、同タイプのボードを使用してください。 
取り付けるメモリス□、ソトは 「DIMM group #3」じなります。 U 下に DIMM 実装の 
組み合わせパターンを示します。 



DIMM 呂 roup 杜 1 

DIMM 呂 roup #2 

DIMM 呂 roup 杜 3 

A ) 

N 8 102- 158 

未実装 

N 8 102- 158 

B ) 

N 8 102- 158 

N 8 102- 158 

N 8 102- 158 

C ) 

N 8 102- 159 

ホ実装 

N 8 102- 159 

D ) 

N 8 102- 159 

N 8 102- 159 

N 8 102- 159 

E ) 

N 8102 -160 

未実装 

N 8102 -160 

F ) 

N 8102 -160 

N 8102 -160 

N 8102 -160 

G ) 

N 8102 -161 

未実装 

N 8102 -161 

H ) 

N 8102 -161 

N 8102 -161 

N 8102 -161 

I ) 

N 8 102- 178 

未実装 

N 8102 -178 

」） 

N 8 102- 178 

N 8102 -178 

N 8102 -178 


を 1 )DIMM group #3がオンラインスペア専用ソケ、ソトです。 


を 2) 上記表中の型番はじ(下のメモリ容量に対応します。 

N 8102 -158 : 256M 目 yte(128M 巨 X2 枚） 

N 8102 -159 : 512M 巨 yte に 56M 巨 x2 枚） 

N 8102 -160: 1G 巨 yte(512M 目 x2 枚） 

N 8102 -161 : 2G 目 yte(1G 目 X2 枚） 

N 8102 -178 : 4G 目 yte(2G 目 X2 枚） 

を 3) 本装置の化荷時には標準で N 81 02- 160相当のメモリボードが DIMM 
group #1に実装されています。 

• BIOS の設定 

6章の r マザーボードのセットアップ」一「システム目 ios 」一 r パラメータと説明」じ示 
す 、 「Memory Configuration 」 (こ下のメニューが追力□されています。このメニュー 
の設定を [ Enabled ] じ変更することで、オンラインスペアメモリ機能が有効になりま 
す。化荷時の設定は、に isabled ] です。 


項目 

パラメータ 

Online Spere Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 
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その他 

- OS じおいて表示されるメモリ容量は、物理的に実装されているすべてのメモリ容量 
からオンラインスペア用のメモリ容量を差し引いたサイズとなります。 

-オンラインスペアメモリ機能が有効となっていてもアプリケーションの動作には影響 
ありません。 

-ディスプレイに w 下のエラーメッセージが表示された場合は、オンラインスペアメモ 
リ機能は自動的に無効となります。 


8200 Online Spere Memory was not ready . 

オンラインスペア用 （DIMM group #3) のメモリボード容量が 「DIMM group #1」ま 
たは 「DIMM group #2」じ実装されているメモリボード容量と一致していません。メ 
モリボード容量を磕認してください。 

-実際にオンラインメモリ機能が動作した場合、 W 下により確認ができます。 

a ) ストリーミングサーバ前面のステータス LED が緑色に点滅します。 

b ) オンラインスペアメモリ機能が動作後の再起動時において、エラーした DIMM グ 
ループは縮退されます。 

C) ESMPRO/Server Agent がインス I ルされている場合はイベントビューアの 
システム□グにじ(下の□グが登録されます。 

ソースさ)： ESMCommonService 

イベント ID : 2313 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 

d ) ESMPRO/Server Agent にて通報設定がされている場合は Manager 通報 / ALIVE 
通報が行われます。通報内容はじ(下のとおりです。 

説明： メモリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号 ：XX 
日時： XX 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

I H "0 本装置では、 Low - profile (□—プ□ファイル： DIMM ボードの高さび30 mm ( l .2 インチ) 

居^ 下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ似が(それ似上高い) DIMM はサボー 

卜していません。 

1. 299ページを参照して準備をする。 

2. サーバをラックか6引き化す (306 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す (307 ページ参照)。 

4. DIMM を取りがけるソケット(こ取り付け 
6れている DIMM カバーを取り外す。 

ソケット両側のレバーを広げると、 

カバーが ソケットか6外れます。 


取りがした DIMM カバーは、大切に 
保管しておいてください。 

曰. DIMM をソケットにまっすぐ押し} A む。 

I チェック I 

DIMM の向き(こま意してください。 

DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケッ トに差し} A まれる 
と レバーが 自動的に閉じます。 レバーを 
さら (こ内側(こ押して完全に開じて < ださ 
い。 

巨. 手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る。 

7. POST の画面で エラー メ 、ソ セージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については2己8ページを参照してください。 

8 . SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Configuration」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確認する （ 188ページ参照）。 

9. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 

10. 0S のページングファイルサイズの設定を推奨値]:>(上(搭載メモリX 1.5) に設定する。 
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取り外し 


次の手順に従って DIMM を取り外します。 

n-O ♦ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 
確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないとストリーミングサーバは動作しません。 

1. 299ページを参照して準備をする。 

2. サーバをラ 、ソク か6引き化す （306 ページ参照)。 

3. トップカノ を取りかす (307 ぺージ参照)。 



4. 取りかす DIMM のソケットの両側じある 
レバーを左ち(こひろげる。 


□ックが解除され D I M M を取り外せま 
す。 



目.手順3で取り外した部品を取り付ける。 

7. ストリーミングサーバの電源を ON にして 
POST でエラーメッセージが表示されて 
いないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、 

メッセージをメモした後、2日9ページ 
(降のエラーメッセージー覧を参照して 
ください。 

8 . SETUP を起動して rAdvancecU-rMemory ConfigurationJ-TMemory Retest」 を 「Yes」 に設定 
し、取りかした DIMM のエラー情報をクリアする （188 ページ参照)。 

「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

A- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 







プロセッサに PU ) 


標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ™ processor ） に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ日 
セ、ソサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 CPU の端子部分や部品を 
素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する 
説明は298ページで詳しく説明しています。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• NEC で指定していない CPU を使用しないでください。ヴードパーティの CPU などを 
取り付けると、 CPU だけでなくサーバ本体び故障ずるおそれびありまず。また、これ 
5の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 


\JW\ 


オプシヨンの CPU の中には異な 
るレビジヨンのものが含まれて 
いる場合があります。異なる 
レビジヨンの CPU をミ昆在して取 
り付けた場合 、 Windows 2000/ 
Windows Server 2003ではイべ 
ントビューアのシステムログに 
じ(下のようなログが表示されま 
すが、動作には問題ありません 
(画面は Windows 2000のもので 
す）。 


イペントのブ□けテイ 


-ZJxJ 


ィ ペン ト1 

日な： 

2001/07/02 

ソース 

AppI 

時^り： 

22:13 

み親 

ねし 

桂親 

1 培郎 

ィペントの: 

41 

ユーザー (幽 

团 



コンピュ-夕に): 

SERVER -1 






i が月が： 


このマルチプ□セツサシステムの CPU は、一部が同じリピジョンレペルではありません。すぺ 
てのプ□セツサを博用するためじオペレーティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
セ州(こ刖限します。このシステムで巧題が発生する場合は、 CPU 殺话元[瑞い合わせて 
この混合プ at ツサがサポートされているかどうかを巧記してください。 

データの:ロバイト做 广りード ( W ) 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

.0. 


0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


0018： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













zl 


キャンたル」 


背面側 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取りがけます。取り付け後の磕認をするために装置に添付の 
CD - ROM 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 を使用します。あらかじめ用意しておいてください。 


1. 299ページを参照して準備をする。 

2. サーバをラ 、ソク か6引き化す （306 ページ参照)。 


3. トップカノ \'一を取り外す (307 ページ参照)。 


4. CPU ダクトを取りかす。 

5. ライザーカード A に PCI ボードまたはぶ却 
用ダクトが取り付け6れている場合は、 
ライザーカード A を取り外す。 



巨. ソケット上に貼りつけ6れているカバーをかす。 


7. ソケットにあるレバーを持ち上げる。 



レバーは120度上に開きます。レ 
バーび止まるまで完全に開いてくださ 
い。中途半端に開いた状態で CPU を取 
り付けると接触不良による CPU やマ 
ザーボードの破損の原因となりまず。 





















8 . CPU をソケットの上にていねいにゆっく 
りと置く。 

CPU の向きにミ主意してください。 CPU 
とソケットは誤挿人を防止するためじ 
ピンマークで向きを確認することがで 
きるようになっています。 CPU とソ 
ケットにあるピンマークを見て取り付 
ける向きを確認し、正しく取りがけて 
ください。 


9. CPU を軽くソケットに押しつけてか6 
レバーを倒して固定する。 


10. ヒートシンクを CPU の上に置く。 




















• 斜め(こ傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してか6、もう一度取り付け直し 
てください。水平(こ取り付け6れない原因(こは次のことが考え6れます。 

ーヒートシンクが正しい取り付け位置にない。 

-ヒートシンククリ、ソプを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


13. 取りかした部品を取り付ける。 

CPU ダクトを取り付けるときは、ダク 
卜にあるタブが装置のフレームの穴(こ 
確実(こ差し込まれていることを確認し 
てください。 CPU ダクトは CPU のぶ却 
効果を高めるためのものです。正し< 
取り付け6れていないと、 CPU がぶ却 
されず熱による誤動作や CPU の故障の 
原因となります。 
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14. ストリーミングサーバの電源を ON にして、ストリーミングサーバの起動中に表示される POST の 
画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については258ページを参照してください。 

15. SETUP ユーティリティを起動して 「MainJ-rProcessor Settings」 で目10 S か6取り付けた CPU が 
認識されていることを確認する。 

1巨. 「 Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 

17. 1CPU 構成のストリーミングサーバ(こ CPU を増設し、2つ]: J 上の CPU で運用する場合は、デバイ 
スマネージャの r コンピュータ」のドライバを 「ACPI マルチプ□セ、ソサ PC」 (こ変更し、その後、 
システムのア、ソプデート （60 ページまたは90ページ）を巧う。 


取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、手順 
8〜11の逆の手順を行ってください。ヒートシンククリップは先端にあるレバーを押して 
クリップをソケットのタブから外してから、残りの引つかかっている部分を外すと取り外せ 
ます(下図参照)。 


③ 


M-O • CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 故障した CPU を交換する場合は、 CPU に添付のヒートシンクを使用してください。 
装置に取り付け5れていたヒートシンクをそのまま使わないでください。 

• 故障した CPU を交換した場合は、取り付け後に SETUP ユーティリティを起動して 
「 MainJ-TProcessor Settin 呂 s 」 で BIOS か5取り付けた CPU び認識されていること 
を確認後、 「 Main 」 メニユーの TProcessor Settings] - [Processor Retest 」 を 
「 Yes 」 にして、 CPU のエラー情報をクリアしてください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクのそこにあるクールシートび CPU に粘着している場 
合びあります。ヒートシンクを取り外す際は、左ちに軽く回して、ヒートシンクび 
CPU か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシン 
クを取りがすと CPU やソケットを破損するおそれびありまず。 
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PCI ボー 


ストリーミングサーバには、 PCI ボードを取り付けることのできる r ライザーカードに枚)」を 
マザーボード上に搭載しています。ライザーカードには合計で5枚の PCI ボードを取りがける 
ことができます。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイル 
デバイス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 

M-O • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属 
フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってくださ 
し、。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり 、 PCI 
ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関す 
る説明は298ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み台わせには制限事項びあります。322ぺージ 
を参照して取り付け5れるボードの組み合わせを確認してください。 

■ I ： PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに 
I ヒン。添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設を 
は、 BIOS セッ ト アップユーティリティ 「 SETUP 」 を使います。詳しくは、178ぺージを参照 
してくださし、。 


ライザーカード A 
ス□ット 



PCI ス □、ソ ト#4 

64- bit 、 100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X 。 

ショートサイズの PCI ボードのみ搭載可能。 



ライザーカード A 


Pl ： ライザ—力—ド A には冷却のためのダクトが取り付けられている場合があります。 

[pn 
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PCI ス□ット PCI #3(64- bit 、 100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X 。 □ングサイズの PCI ボード 
を搭載巧能。ただし、インターナル PCI ボードス□ットにボードを搭載している場 
合は、シヨートサイズの PCI ボードのみ搭載可能。また、 DS モデルでは、 PCI #2 に 
LSI Logic ディスクアレイコント□ーラが搭載されているため、本ス□ットは 
64- bit 、66 MHz 、3.3 V 、 PCI として動作する。） 


PCI ス □、ソ ト PCI #2 (64- bit 、 
100 MHz 、3.3 V 、 PCI - X 。 □ング 
サイズの PCI ボードも搭載可能 。 DS 
モデルでは 、 LSI Logic ディスクアレ 
イコント□ーラを標準装備。） 


PCI ス □、ソ ト PCI # 1 (32- bit 、 33 MHz . 
5 V 、 PCI 。 ショートサイズの PCI ボード 


インターナル PCI ボー ドス □、ソ ト 
(32- bit 、33 MHz 、5 V 、 PCI ) 



のみ搭載可能。） 


ライザーカード B 


を意事項 


取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれがが着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードじよって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
磕認してから取りがけてください。 

• ライザーカード A にはぶ却のためのダクトが取りがけられている場合があります。ライ 
ザーカード A の取りがけ/取り外しの際には、ダクトを外したり、破損したりしないよう 
ごを意 < ださい。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次のとおりです。 

インターナル PCI ボードス□、ソトー PCI ス□、ソト #1 一 PCI ス□、ソト #4 一 PCI ス□、ソト #2 一 
PCI ス□、ソト #3 

システムディスクを接続している SCSI コント□-ラ（ディスクアレイコント□ー ラを 
含む）は、他の SCSI コント□ーラよりも先にサーチされるよう接続するス□、ソトをまめ 
てください。サーチ順位が後になるとシステムを起動できな<なります。 

• ブートしない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• PCI ス□ット#1に LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタをあく 
ときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを 
使用してツメを押してあいてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポート 
やその他のポートを破損しないよう十分にを意してください。 

• PCI ス□、ソト#2と#3のうち、いずれかのス□ットに 33 MHz もしくは 66 MHz でしか動作 
しないオプションを取り付けた場合、もう一方のス□、ソトじ取りがけたオプションボー 
ドも 33 MHz もしくは 66 MHz でしか動作できなくなります。 （ DS モデルでは PCI ス□、ソト 
#2に標準で 66 MHz で動作するディスクアレイカードが実装されています。） 

• 装置内部に N 8103 -80/81 と N 8103 -64 を同時に取りがけることはできません( N 8103- 
80と N 8103-81 は同時に取りがけることができます）。 
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ヴポートオプション 

本装置がサポートしているボードと搭載巧能なス□、ソトは W 下のとおりです。 

• N 81 00-880/881 (DS モデル） 





ス□ット 





PCI 

PCI-X 





Internal 

杜 1 

杜 2 

杜 3 

杜 4 

備考 

型名 

製品名 


32-bit/33MHz 

目 4-bit/100MHz 



ス□ットサイズ 

Full-height 




PC 慢圧 

己 V 

3.3V 




搭載可能なボード 
サイズ 

シヨ - 

- 

卜 

□ング/ シヨー ト 

シヨ ート 

ネ 3,4 

N 8007 -01 

EEE 1394 ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

• 

〇 

- 

:参 標準搭載 

N 8103 -81 

ディスクアレイコント□-ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

*1,2 

N8 103-65 

SCSI コント□ーラ 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

*1,2 : 0S ブートなし 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

本 1 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

本 1 

N 8104 -84 

1000 目 ASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネ 1 

N 8104 -103 

1000 目 ASE-T 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

本 1 

N 8190-100 

Fibre Channel コント□—ラ 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

本 1 

N 8190 -10 己 

Fibre Channel コント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネ 1 


〇搭載可能 • 標準搭載 一 搭載不可 2003年6月現在 

*1 : 0 S ブートを行う力ード U かは、 BIOS の Option ROM 設定を 「 Disabled 」 に設定してください。 


*2 :本装置の PCI バスサーチ順は 、 OnBoard SCSI 一 Interna 卜 PCI #1 一 PCI #4 一 PCI #2 一 PCI #3 となっています。システム 
ディスクを接続しているディスクコント□-ラ（アレイト□ーラ、 SCSI コント□ーラ）は、他のディスクコント□-ラ 
よりも先にサーチされる様に接続するス□、ソトをみ定してください。サーチ順が後になるとシステムが起動できなくなるの 
でを意が必要です。 

*3 :ボードの奥行きサイズです。173.1 mm まではショートサイズ、 312 mm までは□ングサイズとなります。 

*4 :同ーバスに異なる周波数のカードを実装した場合は、低い方の周波数で動作します。 
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• N 8100 -882 (GS モデル) 





ス□ット 





PCI 

PCI-X 





Internal 

#1 

#2 

#3 

#4 

備考 

型名 

製品名 


32-bit/33MHz 

64-bit/lOOMHz 



ス□ットサイズ 

Full-height 




PC 慢圧 

己 V 

3.3V 




搭載可能なボード 
サイズ 

シヨ- 

- 

卜 

□ング /シヨー ト 

ショ ート 

ネ 5,6 

N 8007 -01 

IEEE 1394 ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

ネ 1,2 

N 8103 -81 

ディスクアレイコント□-ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

〇 

- 

ネ 1,2 

N 8103 -64 

ディスクアレイコント□-ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

- 

〇 

び 4 

- 

ネ 1, 2,3 

N8 103-65 

SCSI コント□ーラ 
(動作周波数： 33MHz) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

*1,2:OS ブートなし 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネ 1 

N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

本 1 

N 8104 -84 

1000 目 ASE-SX 接続ボード 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

本 1 

N 8104 -103 

1000 目 ASE-T 接続ボード 
(動作周波数： 133MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネ 1 

N 8190-100 

円 bre Channel コント□—ラ 
(動作周波数： 33MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネ1 

N 8190 -10 己 

円 bre Channel コント□—ラ 
(動作周波数： 66MHz) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネ1 


O 搭載可能一搭載不可 2003年6月現在 

*1 : 0 S ブートを行う力ード U かは、 BIOS の Option ROM 設定を 「 Disabled 」 に設定してください。 


*2 :本装置の PCI バスサーチ順は、 OnBoard SCSI 一 Internal 一 PCI #1 一 PCI #4 一 PCI #2 一 PCI #3 となっています。システム 
ディスクを接続しているディスクコント□-ラ（アレイト□ーラ、 SCSI コント□ーラ）は、他のディスクコント□-ラ 
よりも先にサーチされる様に接続するス□、ソトをま定してください。サーチ順が後になるとシステムが起動できなくなるの 
でを意が必要です。 

*3 : PCI #3 に実装時、 Internal ス□、ソトは使用できません。 

*4 : N 8103 -64 と N 8103 -80/81 は混在で使用することはできません。 

*5 :ボードの奥行きサイズです。173.1 mm まではショートサイズ、 312 mm までは□ングサイズとなります。 

*6 :同ーバスに異なる周波数のカードを実装した場合は、低い方の周波数で動作しまず。 
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搭載可能な PCI ボードについて 

をス□、ソトに搭載できる PCI ボードの制限事項について説明します。 

参ライザーカード A 


1 88mmJ : 几 


© 

0 

= 

L® ^ 

る 

を 

^l=L 

111111111111111111 niiiiiniiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 

( 


ス□ット番号 

実装制限 

ス □、ソ ト#4 

シヨートサイズ退さ 188 mmU 下)の PCI ボードのみ搭載巧能。 


■ I ： ライザーカード A には冷却のためのダクトが取り付けられている場合があります。 

[ 5 ^ 


参ライザーカード B ( DS モデルおよびインターナル PCI ボードス□ットに PCI ボードを搭載 
する場合） 



ス□ット番号 

実装制限 

ス □、ソ ト#1 

シヨートサイズ退さ 188 mm ]： rF ) の PCI ボードのみ搭載巧能。 

ス□、ソト#2 

□ングサイズの PCI ボードを搭載可能。 

ス□、ソト#3 

シヨートサイズ返さ 188 mm ]： rF ) の PCI ボードのみ搭載巧能。 

インターナル PCI 

ボードス□、ソト 

シヨートサイズ退さ 188 mm ]： rF ) の PCI ボードのみ搭載巧能。 

ただし、外部か6インタフェースケーブルを接続することはできま 
せん。 
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• ライザーカード B(GS モデルで□ングサイズの PCI ボードを2枚搭載する場合) 



ス□ット番号 

実装制限 

ス □、ソ ト#1 

シヨートサイズ很さ 188 mmJU 下)の PCI ボードのみ搭載可能。 

ス □、ソ ト#2 

□ングサイズの PCI ボードを搭載可能。 

ス □、ソ ト#3 

□ングサイズの PCI ボードを搭載巧能。 

インターナル PCI 

ボードス□、ソト 

搭載不可。 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 

M-O • それぞれのライザーカードがサポートするボードを確認してください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕の形状が合っていることを確認してください。 

1. 299ページを参照して準備をする。 

2. サーバをラ 、ソク か6引き出す (306 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す (307 ページ参照)。 
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4. ライザーカード B を固定しているネジ 1 本を取り外す。<ライザーカード目の場合のみ> 


曰.ライザーカードをまつすぐ持ち上げて装置か6取り外す。 



ライザーカード A 



ライザーカード B 


■ I ： ライザーカード A には冷却のためのダクトが取り付けられている場合があります。ダクトを 
取り外したり、破損したりしないようにを意してください。 


目. ネジ1本を外して増設ス □、ソ トカバーを取り外す。 

取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

ネジ ネジ 
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ス □、ソ トに差し A まれているダストカバーを取り外す。 


偽 


がしたダストカバーは大切に保管しておいてください。 

8 . ライザーカード(こ PCI ボードを取り付け、手順6でかしたネジで固定する。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実(こ差し込みます。 




フイザーカード B のインターナル 
PCI スロット 


ライザーカード B の PCI 
ス □、ソ ト #1〜3 


)m 


ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。ミちれや油び付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となりまず。 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれび 
ありまずので注意してください。 


I チェック I 


PCI ボードブラケットの先端がライザーカードの固定ス□、ソト(こ差し込まれていることを 
確認してください。 

□ングサイズの PCI ボードの場合、 PCI ボードブラケットと反対側(こ取り付け6れたリテー 
ナがライザーカードのガイドレール(こ差し} A まれていることを確認してください。 


9. ライザーカードをマザーボードのス□、ソトに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマザーボード上のス□、ソト部分を合わせて、確実(こ差し込みます。 




> 差し} A む際にライザーカードのフレーム部にある、崖体と固定するためのツメが屋体背面の 
穴に正しく勘合していることを確認してください。差し} A んだ後、ライザーカードの端子 
部分が完全に見えな < なるまで指で押して確実に接続させます。 

>システム内部のケーブルがライザーカード(こ挟まれていないことを確認してください。 

10. 差し込んだ後、指で押して確実に接続させる。 
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11 . 取り外した部品を取り付ける。 


フックさせる 



12. ストリーミングサーバの電源を ON にして POST の画面でボード(こ関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細(こついては258ページを参照してください。 

13. 目10 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 (こする。 

A - ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは187ページをご覧ください。 

14. 取りがけたボードに搭載されている目 I 0 S コンフィグレーションユーティリティを起動してボード 
のセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに 
添付の説明書を参照して < ださい。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。また、取り外し徽こ BIOS セッ 
トアップユーテイリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 
rvesj にしてください （ 187ページ参照)。 
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イスクアレイコントローラボー 



「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された 
PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、ストリーミングサーバ内蔵の八ードディスクやオプションの 
ディスク増設ユニットに搭載した八ードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することが 
できます。 


ディスクアレイコント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属 
フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ディスクアレイコント□—ラ 
ボードを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、ディスクアレイコント□—ラボードを直接、机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関する説明は298ページで詳しく説明しています。 

ディスクアレイ構成に変更ずる場をや、 RAID を変更ずる場合は、八ードディスクを 
初期化します。ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクに大切なデータびある 
場合は、バックアップを別の八ードディスクにとってか5ボードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

ディスクァレィを構築するには2台1^上の八ードディスクび(2、要です。 

ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとに同じ容量•性能(デイス 
ク回転数など）を持ったものにしてください。 


ー ディスクアレイコント□-ラボードを取り付ける場合は、 SETUP の 「 Advanced 」 メニュ ー 
I チェック I の 「PCI Configuration 」一 「Internal PCI Slot または 、 PCI Slot xx ( xx は PCI ス□、ソト番号)」 
-「Option ROM 」 のパラメータが 「 Enabled 」 じなっていることを確認してください。 

RAID 1 または RAIDS 、 RAID 0+1 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上 
するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる 
容量が小さくなります。 


■L 

\TW^ 


取り付け 

ディスクアレイコント□ーラの取りがけは 「PCI ボード」を参照してください。 


• 搭載する PCI ボードにより、接続できるライザーカードとその PCI ス□ットび異なりま 
す。搭載可能な PCU □ットについては、320ぺージと321ぺージで詳しく説明して 
います。 

• GS モデルでディスクアレイコント□ーラを使用して内蔵の八ードディスクをディスク 
アレイ構成にする場合には、ライザーカードをマザーボードに接続ずる前に SCSI ケー 
ブルを接続しまず。 

• GS モデルに N 8103 -80/81 ディスクアレイコント□-ラと N 8103 -64 ディスクア 
レイコント□-ラを同時に搭載することはできません ( N 8103 -80 ディスクアレイコン 
卜□—ラと N 81 03-81 ディスクアレイコント□—ラとは同時に搭載することびできま 
す)。 

• DS モデルに N 8103-目4ディスクアレイコント□—ラを搭載ずることはできません。 
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M-O • 本装置の起動時の PCI バスス□ットのサーチ順位は次のとおりです。 
ns インターナル PCI 一 PCI #1 一 PCI #4 一 PCI #2 一 PCI #3 

システムディスクを接続している SCSI コント□—ラ（ディスクアレイコント□—ラを 
含む)は、他の SCSI コント□ーラよりも先にサーチされるよう接続ずるス□ットをミ夫め 
てください。サーチ順位が後になるとシステムを起動できなくなりまず。 

• ディスクアレイコント□-ラを接続される場合、 BIOS の SETUP Menu の Boot 一 
Hard Disk Drives における優先順位を 8 番目内に設定してください。設定び 
9 番目 ly 降となっている場合、ディスクアレイコント□—ラのコンフイグレーシヨン 
メニューを起動ずる事びできません。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 


GS モデルで内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成 
にする場合 

GS モデルでディスクアレイコント□ーラボードを取りがけて、内蔵の八ードディスクを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブルの接続を切り替える 
必要があります。 

出)荷時の内蔵八ードディスクのインタフエースは、マザーボード上の SCSI コネクタに接続 
されています。 
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• SCSI ケーブルのフオーミング 


接続に使用する SCSI ケーブルは、マザーボードに接続されている SCSI ケーブルを使用 
します。ただし、ケーブルのフォーミングが必要です。次に化荷時の状態とディスク 
アレイコント□ーラボードに接続する場合のケーブルのフォーミング図を示します(実線 
が谷おり、破線が山折りを示しています）。 


コネクタ(こ付いているタブに図の 

804-063107 

云巧]ようなラベルが貼り付け 6 れてい 

-565-0 

る方をディスクアレイボード側(こ 

XXXX 

接続してください。 



マザーボード上 
の SCSI コネクタ 


ディスクアレイ 
コント □ーラボー ド 
のコネクタへ 


GS モデルの出荷時のケーブルフォーミング 


内蔵 SCSI 八ードデイス 
ク接続用の SCSI バック 
プレーンのコネクタへ 


内蔵 SCSI 八ードディス 
ク接続用の SCSI バック 
プレーンのコネクタへ 


この部分で長さを調節する 

DS モデルの出荷時およびインターナル PCI ボードス□、ソトに取り付けたディスクアレイ 
コント □ ーラボードと接続する時のケーブルフオーミング 


ディスクアレイ 
コント □ーラボー ド 
のコネクタへ 


内蔵 SCSI 八ードデイス 
ク接続用の SCSI バック 
プレーンのコネクタへ 


LI 

この部分で長さを調節する 

ス□ット#2、#3に取り付けたディスクアレイコント□ー ラボードと接続する時の 
ケーブルフォーミング 


SCSI ケーブルの接続 

GS モデルで内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上 
の SCSI コネクタからケーブルを外し、ディスクアレイコント□ーラボードのコネクタに 
接続してください。 


ディスクアレイコント□ーラを使用して内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構 
成にずる場合には、ライザーカードをマザーボードに接続する前に SCSI ケーブル 
を接続します。 

ディスクアレイコント□—ラボードによっては複数のチャネル（コネクタ）を持って 
いるちのちあります。また、コネクタは内部接続用とが付け用び用意されている場合 
もありますが、ボードの内部接続上、排他的な仕様になっていることびあります。 
内部とが付けでの接続び異なるコネクタ(チャネル)であることを確認してくださし、。 
コネクタとチャネルについては、ボードに添付の説明書を参照してください。 


オプションの増設 
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3.5 インチデパイスベイ 


オプションのデバイス増設機構を使用して、内蔵の 3.5 インチデバイスを本体にプラグイン 
で接続することができます。 

デバイス増設機構への 3.5 インチデバイスの取り付け方法、 SCSI ケーブル接続方法および、 
本体への接続方まじついては、デバイス増設機構に添付の説明書を参照してください。 

■ I ： GS モデルで 3.5 インチデバイスベイを使用する場合は、別途オプションの SCSI コントロー 
ラが必要となります。（内蔵のハードディスクをディスクアレイ構成し、本体内蔵の SCSI コ 
ネクタを 3.5 インチデバイスベイ用に使用する場合をのぞく） 

^ 3. 5インチデバイスベイに SCSI デバイスを増設した場合は、必要に応じて6章のに CSI 

BIOS 」 を参照して適切な値に設定し直してください。詳細についてはデバイスじ添がの説明 
書を参照して < ださい。 
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